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午
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無料送迎バス（＊８ページ参照） バス 

１７：００ 閉門 

御
佛
供
米 

ご
寄
進
い
た
だ
い
た
「
御
佛
供
米
」
は

本
願
寺
御
紋
入
り
特
製
桝
に
入
れ
、
本

堂
余
間
に
奉
納
し
、
御
供
物
奉
納
会
を

厳
修
い
た
し
ま
す
。 

名
号
の
ぼ
り 

佛
・
法
の
名
号
の
ぼ
り
は
、
本
堂
に
て

荘
厳
し
、「
名
号
の
ぼ
り
荘
厳
会
」
を
厳

修
い
た
し
ま
す
。
ま
た
各
名
号
の
ぼ
り

は
秋
季
彼
岸
会
期
間
中
（
一
週
間
）
苑
内

に
荘
厳
し
ま
す
。 

竹
灯
籠
【限
定
200
灯
】 

秋
季
彼
岸
期
間
中
（
一
週
間
）、
日
本

一
の
大
き
さ
を
誇
る
常
楽
堂
御
本
尊

の
お
足
元
に
、
皆
さ
ま
の
ご
先
祖
の
名

を
記
し
た
竹
灯
籠
を
献
灯
し
ご
奉
納

い
た
し
ま
す
。 

         

 

                            
 

冥加金 一灯 8,000 円 

仏
縁
（
３
仏
事
）
セ
ッ
ト 

献灯提灯 
（４日間） 

冥加金 一口 10,000 円 

1 セット各 1 灯、計 15 日間点灯 

初灯明 
（4日間） 

7 日間献灯 

彼     

岸     

仏     

事 

晨
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永
代
経
総
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法
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名
号
の
ぼ
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荘
厳
会
法
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（
下
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参
照
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常
楽
堂 

竹
灯
籠
奉
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竹灯籠 
（７日間） 

常
楽
堂 

秋
季
彼
岸
会
法
要 

嘉
枝
堂 

秋
季
彼
岸
会
法
要
併
修 

須
弥
壇
法
名
奉
納
会
法
要 

御
親
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復
演 

法
話 

奉
納
者
特
別
後
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御
供
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下
が
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常
楽
堂 

秋
季
彼
岸
会
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嘉
枝
堂 

秋
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彼
岸
会
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同
封
の
振
込
用
紙
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

尚
、
重
複
お
申
し
込
み
を
避
け
る
為
、 

振
込
用
紙
の
控
え
は
大
切
に
保
管
下
さ
い
。 


